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１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

 

・園外保育（山遊び、自然散策、自然物採集） 

・栽培活動（ラディッシュ、さつまいも、夏野 

菜、花（あさがお、ひまわり）等） 

・虫、花、自然物にふれる 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

 

・園外保育（竹取り、海辺・川遊び 等） 

・雨遊び 

・水、泥、氷遊び 

・感触遊び 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

 

・園外保育（山遊び、自然散策、自然物採集） 

・自然物を使った染め物活動 

・栽培活動、お世話 

・門松づくり 

・焼き芋会（苗植え、世話、収穫、準備 含む） 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

 

・園外活動（山遊び、自然散策、自然物採集、

山登り 等） 

・雪遊び 

・氷実験 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

 

（エピソード記述） 

 

 草花を使った色水遊びをする中で、色出しに関心

をもち、こすったり、叩いてみるなどをして、色の

変化や匂いなどを感じ、楽しむ姿があった。そのよ

うな遊びの姿から、保護者交流会にて、身近にある

草花を使って、布に写し出すこすり染めを行いまし

た。保護者の方と一緒に行う中で、「汁がでてき

た！」「なんかいい匂いする！匂ってみて！」「色が

ついてきた！」など、様々な感想を述べながら楽し

む姿があった。それぞれが好きなように自由に行う

中で、個性豊かな作品が完成した。 

（エピソード記述） 

元宇品に散歩に行き、貝殻集め・シーグラスの発

見・波打ち際の遊びなど、それぞれが好きな遊びを

見つけ、夢中になる姿があった。その後、海辺で採

集できた素材をもとに、園内で風鈴やフォトフレー

ムなどを作って遊んだ。元宇品への園外散歩をして

いく中で、船が通る様子を見て船にも関心をもつよ

うになっていき、日々の遊びの活動の中で廃材を使

って船づくりに繋がる姿があった。そこから、秋の

遠足は“本物の船に乗ってみる”ことを目的に、切

串（江田島）まで遠足に行き、実際の船に乗ること

での気づきや発見をし、興味・関心を深めていた。

船づくりも細部まで再現するようになり、試行錯誤

したり、友だちと楽しそうにアイデアを出し合う姿

があった。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 

 運動会で着用する、クラス全員のお揃いの染め T

シャツ作りを行う為、“バナナ”や“ぶどう”などの

実験を行い、日々、みんなで考えながら、染め Tシ

ャツに作りを行っていった。染めもの実験をしてい

く中で、思うように色が出ないことを知り、「ヨモギ

は？」「ヨモギいっぱいあるよ！」「みんなの分がい

るからいっぱいいる」などの声から、“ヨモギ”を使

った染め Tシャツ作りを行うことになりました。媒

染についても学びを深めながら、染め Tシャツづく

りを行い、完成した染め Tシャツに満足そうな様子

がありながら、着用を楽しみにしていた。 

 

（写真） 

 

 

 

（エピソード記述） 

 

 一面、銀世界の雪に「めっちゃ雪がある！」「早く

遊びたい！」等の期待感が高まる中、雪合戦・ソリ

滑り・雪の上に倒れて人型をとる等の、遊びを体全

身を使って、存分に楽しむ姿があった。雪の中でも

“サラサラ”“固い雪”等、感触を味わう姿や、遊び

に夢中になる中で、“暑くなってくる”等、様々なこ

とを感じ、気づく姿がありました。ソリの扱い方も

遊びの中で学び体得していく姿があり、存分に雪に

ふれて遊び楽しんだ。 

 

（写真） 

 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12月） 

  〇自然保育研修に参加 

〇アドバイザーを招致し、自然保育の実践 

    〇自然保育養成プログラム受講 

   

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

  〇花の苗や苗木を地域の方からいただき、園庭の緑化活動として子どもと一緒に育てた。 

 

 

 ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

〇保護者交流会等で保護者と共に園外活動を体験し、直接自然にふれて楽しめる機会を設けた。 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

ホームページ https://midori-kai.or.jp/midorinomori/mirai/ 

ブログ https://midori-mirai.jugem.jp/ 

 

 

https://midori-kai.or.jp/midorinomori/mirai/
https://midori-mirai.jugem.jp/

